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光
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ざ
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牧
水

ラ
ジ
オ
に
生
出
演

　
4
月
1
7
日
（
土
）
牧
水
公
園
で
開
催

さ
れ
た
つ
つ
じ
祭
り
に
坪
谷
小
学
校

の
5
・
6
年
生
の
児
童
2
7
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
M
R
エ
フ
ジ
オ
の
「
歌

春
一
座
が
ま
い
り
ま
し
た
」
の
公
開
生

放
送
の
冒
頭
で
牧
水
の
歌
を
披
露
し

た
の
で
す
が
、
緊
張
し
た
様
子
も
な
く

元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
声
を
聞
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
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人口5，訓2人（△謝

　男　2，娼1人（△23）

　女2，831人（△13）

世帯数1，717戸（△18）

　平成11年4月1日現在

　　（》は対前月比

⑨　　　　「町報とうこう」は再生紙を使用しています
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東
郷
村
か
ら
東
郷
町
へ
と
町
制
を
施
行
（
昭
和
4
4
年
”
1
9
6
9
年
）
し
て
、
今
年
で
ち
ょ

う
ど
3
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
4
月
1
5
日
に
「
町
制
施
行
3
0
周
年
記
念
式
典
』
が
開
催
さ
れ
、
友
好
姉
妹

都
市
の
比
嘉
盛
光
宜
野
湾
市
長
を
は
じ
め
、
岩
切
文
明
宮
崎
県
総
務
部
長
、
植
野
守
県
議
や
近

隣
市
町
村
長
ら
来
賓
と
町
内
関
係
者
の
合
計
約
2
0
0
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
ま
ず
、
小
林
理
教
町
長
が
町
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
「
新
し
い
時
代
を
迎

え
る
私
た
ち
は
い
か
な
る
試
練
も
乗
り
越
え
、
安
全
で
美
し
い
郷
土
を
2
1
世
紀
に
引
き
継
ぐ
た

め
総
力
を
あ
げ
て
町
政
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
甲
斐
善
重
郎
町
議
会
副
議
長
の
あ
い
さ
つ
、
宮
崎
県
知
事
、
宜
野
湾
市
長
に
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
後
、
自
治
功
労
な
ど
各
分
野
で
町
政
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
労
者
2
2
名
と
一
団
体

及
び
町
制
施
行
3
0
周
年
を
記
念
し
て
募
集
し
た
作
文
の
部
で
入
賞
し
た
小
中
学
生
の
表
彰
な

ど
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

町制施葦30周年記垂雪豊

黛醇麟

絶
轟
誠▲自治功労の表彰を受け謝辞を述べる木村映一氏▲町に記念寄付をした中島弘明氏

中
島
弘
明
氏
（
株
式
会

社
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
代
表

取
締
役
社
長
）
と
大
上
．

敏
男
氏
（
画
家
）
の
両
氏

に
感
謝
状

　
長
年
に
わ
た
り
本
町
へ
図
書
の
寄

贈
を
と
お
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成

に
尽
く
さ
れ
る
と
と
も
に
会
社
創
立

25

�
u
記
念
事
業
と
し
て
町
に
記
念

寄
付
を
し
た
中
島
弘
明
氏
と
町
内
の

▲記念式典の様子
▲式典を盛り上げた琉球舞踊▲体育館で行われた祝賀会

風
景
を
描
い
た
作
品
な
ど
で
個
展
を

開
催
し
た
り
、
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
に
優
れ
た
絵
画
を
寄
贈
し
た
大

上
敏
男
氏
に
こ
の
ほ
ど
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
氏
は
い
ず
れ
も
本
町
に
ゆ
か
り

の
あ
る
方
で
、
長
年
に
わ
た
り
本
町

の
教
育
文
化
振
興
に
貢
献
を
さ
れ
た

こ
と
が
今
回
の
感
謝
状
の
贈
呈
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

㎝｝ 30

�
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記
念
各
表
彰
者
の
紹
介

▼
自
治
功
労

三橋成黒佐黒新黒黒東木
浦口合田藤木名木木村村

文昭亀幸輝芳哲九利吉道
人順行作夫草冠一男市一

▼
教
育
功
労

都
甲
　
鶴
男

（
前
町
長
）

（
元
収
入
役
）

（
元
議
員
）

（
元
議
員
）

（
元
議
員
）

（
元
議
員
）

（
元
議
員
）

（
元
議
員
）

（
元
議
員
）

（
元
議
員
）

（
元
議
員
）

（
前
文
化
協
会
長
）

故
高
森
文
夫
（
元
東
郷
町
長
・
元
教
育
長
）

　
渡
邊
　
邦
彦
　
（
前
教
育
長
）

▼
保
健
福
祉
功
労

　
谷
ロ
カ
ズ
子
（
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
会
長
）

　
黒
田
ヨ
シ
ノ
（
前
町
母
子
保
健
推
進
員
）

▼
産
業
経
済
功
労

　
東
郷
町
商
工
会
（
地
域
振
興
）

▼
役
職
功
労

　
直
野
　
哲
義
（
前
消
防
団
長
）

　
橋
口
　
清
（
前
自
治
公
民
館
長
）

　
田
原
吉
之
助
（
元
消
防
団
長
）

　
山
口
　
俊
一
（
行
政
相
談
員
）

▼
感
謝
状
贈
呈

　
中
島
　
弘
明
　
（
東
京
都
）

　
大
上
　
敏
男
　
（
宮
崎
市
）

記
念
作
文
入
賞
者
の
紹
介

　
※
学
年
は
平
成
1
0
年
度
に
お
け
る
学
年

小
学
校
（
低
学
年
）
の
部

▼
最
優
秀
賞

　
山
元
　
大
志
（
越
表
小
）

▽
優
秀
賞

金椎岩黒河
丸葉見木野

泰
士
（
畳
表
小
）

由
紀
（
寺
迫
小
）

遼
　
（
東
郷
小
）

界
　
（
聴
込
小
）

勇
太
（
福
瀬
小
）

小
学
校
（
中
学
年
）
の
部

▼
最
優
秀
賞

　
黒
木
　
奈
緒
（
寺
三
一
）

▽
優
秀
賞

　
日
高
竜
太
郎
（
坪
谷
小
）

　
山
元
　
香
苗
（
越
表
小
）

　
長
渡
佳
保
里
（
福
瀬
小
）

　
直
野
　
佑
季
（
一
周
小
）

　
河
埜
　
三
衣
（
四
三
小
）

小
学
校
（
高
学
年
）
の
部

▼
最
優
秀
賞

　
岡
田
芙
未
子
（
福
瀬
小
）

▽
優
秀
賞

　
水
尾
　
慎
吾
（
東
郷
小
）

　
小
川
　
祥
子
（
越
表
小
）

　
樋
口
可
那
子
（
函
迫
小
）

　
稲
田
　
麻
美
（
坪
谷
小
）

　
坂
本
　
晧
士
（
越
表
小
）

中
学
校
の
部

▼
最
優
秀
賞

　
矢
野
　
京
子
（
坪
谷
中
）

▽
優
秀
賞

　
椎
葉
　
俊
輔
（
東
郷
中
）

福三和坂
田原田本

地
華
（
坪
谷
中
）

浩
一
（
坪
谷
中
）

恵
美
（
東
郷
中
）

幸
子
（
東
郷
中
）

物
産
セ
ン
タ
ー

　　

w
詩
季
彩
』
オ
ー
プ
ン

　
　
農
産
加
工
体
験
施
設
減
る
さ
と
味
工
房
も

　
東
郷
町
鶴
野
内
に
建
設
が
進
ん
で

い
た
物
産
セ
ン
タ
ー
『
詩
季
彩
』
が
4

月
1
5
日
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
式
典
は
東
臼
杵
農
林
振

興
局
長
や
近
隣
市
町
村
長
、
地
元
関

係
者
や
地
権
者
な
ど
約
1
0
0
名
が

出
席
し
、
小
林
理
教
町
長
・
甲
斐
善

重
郎
副
議
長
・
植
野
守
県
議
・
林
田

敦
県
町
村
会
長
・
千
坂
巳
喜
雄
東
臼

杵
農
林
振
興
局
長
・
清
水
雅
幕
別
町

助
役
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
引
き
続
き
施
設
見
学
が
行

わ
れ
、
詩
三
彩
直
売
所
や
食
堂
、
屋
外

　
テ
ラ
ス
に
設
け
ら
れ
た
ふ
る
さ

　
と
市
場
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

　
て
説
明
を
受
け
、
早
速
野
菜
な

｝
　
ど
を
買
い
求
め
た
り
、
食
堂
を

　
利
用
す
る
出
席
者
の
姿
も
数
多

　
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
こ
の
日
は
物
産
セ
ン

…　タ
ー
横
の
農
産
加
工
体
験
施
設

　
「
ふ
る
さ
と
味
工
房
」
も
オ
ー

　
プ
ン
、
施
設
が
一
般
に
公
開
さ

　
れ
ま
し
た
。
今
後
の
町
内
の
農

　
林
産
物
を
原
料
と
し
た
特
産
品

　
の
研
究
開
発
に
大
き
な
期
待
が

　
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせ〈ださいく総務課情報係⑭2111㈹まで〉

▲物産センター「二季彩」テープカットの様子　　　▲農産加工体験施設岱るさと味工房」もオープン　　　　　一「

　　★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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町職員人事異動のお知らせ
　　　4月1日付で、町職員の人事の発令が行われました。

課 課・所・局長 補　佐 主　　幹 係　名 係　　長 課　　　　　　　　　　員

総　　務 福田幸一
（任）黒木勝己、（任）池田正信、（任）塩月　嬰、長友久美黒木めぐみ、（兼）小林英明、（兼）若杉健司、（嘱託）和田立子

総
　
務

荒砂建一 管　　財 小林英明 （兼）長友久美

情　　報 （兼）荒砂建一
若杉健司、矢野貴之、（兼）黒木めぐみ、（兼）佐藤喜一郎、
i兼）星野眞由美

．企画

熕ｭ 矢野昌明 海野茂実
企　　画 様）海野茂実 （査）黒木升男、寺原君保

財　　政 三浦練一 星野眞由美

課　　税 山床貞雄 海野美穂、佐藤喜一郎
税
務

黒木幸男 海野修一 菊池輔弘 固定資産 嫌）菊池輔弘 （査）松掛芳美、（兼）佐藤喜一郎、（兼）海野美穂

地　　籍 （兼）海野修一 寺田雅彦

住　　民 海野真里 小林潤司、（兼）斧由美
住
民 川越　　洋 児玉　明 保険年金 植野浩人 （査）松木敦美、斧　由美　糸平和紀

環境水道 （兼）児玉明 東村光教、海野靖幸

黒木孝利
振　　興 海野雅彦 （査）三浦浩司、黒木秀明

農
政 岩崎寿男 農　　政 （兼）黒木孝利 那須幹夫、田地貴志

山田重男 耕　　地 （兼）山田重男 （査）西田宗吉

農委
�

（兼）岩崎寿男 庶務・農地 三浦元生

林
政

寺原政志 林　　政 （兼）寺原政志 片江豊春、（兼）井本岩根、（兼）池田正信
平野宇市

椎田幹男 森林土木 （兼）椎田幹男 黒木郁志、（兼）片江豊春

管　　理 （兼）海野誓生 （任）井本岩根、井本哲也、（嘱託）岩本米利、（兼）池田正信
建
設

岡留信義
Q事海野写生 土　　木 （兼｝岡留信義 （査）松尾昇一、黒木義人、（兼）吉田健二

建　　築 吉田健二
平野久栄 事務等 清水昭生老

人
ホ
ー
ム

井上蘇代子 給　　食 （任）高橋亜紀子、（任）甲斐智栄子、（任）川口美子、西田陽子

黒木由美子
r田慶子

寮　　母

事　　務 菊池大輔

井川幸雄 放射線病
　
　
　
院

医師

J川　　誠

ｿ山秀樹
｡田真一

O浦正教

酒井やつ子

竝阨ｶ重
｢萬富子

看　　護

（査）馬原ひとみ、（査）青山恵子、（査）池口美都代、（査）児

ﾊ洋子、（査）橋本シマ子、（査）中村まり子、（査）黒木美千

縺A（査）柴田和恵、井之上剛士、戸高陽子、黒木隆紀、稲

c　恵、海野純子、原田夏美
調　　理 （任）塩月睦美、（任）横田由美、三原真琴

甲斐まち子
保　　健

（兼）

軏�@続
（査）三輪千穂、池田かおり、黒木貴久子、矢野隆博、
r戸架衣、（兼）三原真琴保

健
福
祉

所長

J川　　誠

軏�@続

福　　祉
（兼）

b斐まち子

（査）一政多栄子、（査）若林里美、伊藤浩二、稲田智代美

i兼）糸平和紀、（兼）小林潤司

副園長
ﾉ東ヒロヨ

（坪谷）

O浦信代 保育園
（坪谷）

H藤厚子
（鶴野内）（査）川村初美

出納 赤木ツヨ子 会　　計 （査）矢野澄代

議会 吉田重一 （査）寺原映子

総務・学校 嫌）仁田優子 川越康幸
学校給食員 （寺小）（任）白川和代教

育
委
員
会

那須文美 中谷　敏
仁田優子

生涯教育 （兼）中谷敏

（査）若藤公生、寺田富美、一一二二、（派）中武寿裕、

i社指）竹下忠良、（社指）寺原洋子、（国際交流員）ヘイミッ

Vュ・プレストン

園長

楓ﾘ　　男

（東郷）（査）林　恭子、（査）鎌田恵智子、

i寺迫）（査）橋口洋子

給食
ｲ∠ （兼〉那須文美 副所長

R口佐知男 調　　理 （任）直野廣代　（任）川崎昌昌　是澤千里

※新規採用職員　太川派出（教育委員会生涯教育係）

　
黒
木
三
郎
副
団
長
の
消
防
団
長
就

任
に
伴
い
、
後
任
の
副
団
長
に
鶴
野

内
の
黒
木
康
夫
さ
ん
が
新
た
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

　
直
野
哲
義
消
防
団
長
の
退
任
に
伴

い
、
黒
木
三
郎
さ
ん
（
小
野
田
）
が
新

た
に
消
防
団
長
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
黒
木
さ
ん
は
今
年
3
月
ま
で
2

期
連
続
消
防
副
団
長
を
勤
め
て
い
ま

し
た
。町

消
防
副
団
長
に

　
　
黒
木
康
夫
さ
ん

※
カ
ラ
ー
文
字
は
異
動
者
、
（
兼
）
…
兼
務
者
、
（
査
）
…
主
査
、
（
任
）
…
主
任
技
術
員

町
消
防
団
長
に

　
黒
木
三
郎
さ
ん

消
防
団
人
事

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑳2111㈹まで〉

▼子どもたちに大人気のバナナのたたき売り ▼坪谷臼太鼓も祭りを盛り上げる

噂甲＝E嗣旧卵

　　　　　　　鞭ど弓ご’り④

▼華麗なバチさばきの冠太鼓

　　　　　　　　　　　　牧水公園つつじ祭り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇◇4月17日～4月18日◇◇

　　　牧水公園のふるさとの家野外ステージで、苗年恒例の牧水公園つつじ祭りが開催されました。

　　　今年のつつじ祭りは町制施行30周年記念事業の一環ということで、MRTラジオ公開生放送「歌春一座がま

、　いりました」や山崎友見・秋野こぎく歌謡ショー、猿回し、冠太鼓ら和太鼓の競演など盛り沢山の内容で開催さ

　　れました。

　　　あいにく雨天の中でのつつじ祭りとなりましたが、熱気あふれるステージの連続に会場に訪れた人たちも盛ん

　　な拍手を送っていました。

1
3

▲花の女王による「花のプレゼント」

黛』議＿

“｝麟

曝
｝

壁塗．～∠　／
己念事業　　　　　　溌驚凄醐

’難

ノ源r㌔鋸蔑

▲ラジオをお聞きの皆さんへの
　プレゼントも登場

奇》づ・噸穿集詩牌豊慶．鮒箪

▲迫野内、戸高満雄さんも熱唱

　
農
業
用
用
排
水
の
水
質
保
全
や
農

業
生
産
環
境
及
び
農
村
生
活
環
境
の

改
善
、
生
産
性
の
高
い
農
業
と
活
力

あ
る
農
村
社
会
の
形
成
な
ど
を
主
な

目
的
と
し
て
小
野
田
地
区
に
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
た
農
業
集
落
排
水
山

陰
地
区
処
理
場
が
今
年
2
月
2
8
日
に

完
成
し
、
4
月
1
日
一
部
供
用
開
始

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
既
に
こ
の
施
設
と
各
家

庭
を
つ
な
ぐ
排
水
管
敷
設
工
事
（
約

7
・
5
㎞
）
が
完
成
し
て
い
る
た
め
、

一
部
地
域
で
の
排
水
処
理
が
可
能
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

　
幹
線
排
水
管
は
ま
だ
約
1
0
㎞
敷
設

工
事
が
残
っ
て
お
り
、
平
成
1
2
年
度

完
成
に
向
け
て
今
後
も
引
き
続
き
工

事
が
行
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業

　
山
陰
処
理
場

　
　
稼
働
開
始

庭
に
撒
き
し
追
灘
の
豆
に
来
る
雀
色
の

と
け
ゆ
く
土
に
群
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

水
枯
れ
し
小
谷
に
春
の
雨

淵
に
は
目
高
は
や
泳
ぎ
ゐ

獣
ら
の
行
き
交
ふ
夜
を
思

丘
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

日
脚
な
ほ
残
り
て
を
れ
ば

茶
の
勢
定
に
妻
の
手
を
引

水
温
む
春
の
迫
田
に
日
高

幼
き
日
々
の
思
ひ
は
る
け

い
つ
ま
で
も
若
く
あ
れ
よ

吾
に
ジ
ー
パ
ン
を
は
か
せ

薫轡ザ提篇ぜ讐奢
の市男雄代子か子

獣
の
道
ど
れ
ほ
ど
あ
る
や

枯
れ
葉
を
巻
き
て
バ
ス
上

臓
器
移
植
を
終
え
た
る
医

道
ひ
ら
け
し
と
こ
と
も
な

受
験
校
を
慶
応
義
塾
と
決

合
格
の
電
話
声
の
は
ず
め

安
ら
げ
ぬ
日
々
送
り
き
て

病
む
姉
を
思
ふ
心
の
晴
れ

雪
ふ
か
き
五
ヶ
瀬
に
耐
え

い
か
に
過
ご
す
や
大
雪
と

み
ど
り
濃
く
葉
を
広
げ
た

は
や
ひ
と
鉢
に
花
茎
た
ち

麦
飯
を
常
と
し
て
子
育
て

米
余
る
世
は
思
ひ
み
ざ
り

脳
梗
塞
を
病
み
て
俄
に
麻

吾
の
手
足
を
妻
支
え
く
る

如
月
の
雨
降
り
そ
そ
ぐ
幾

庭
の
草
木
の
み
ど
り
い
き

来東るあ木し追本く遅小スひ戸ると岩りめ岩≦師橋リ峡佐ずは佐言て寺ぬる木づ日三る痺黒きに

縫難思磐套

　美　き孝　　子

薯ふ罐

　子　　　子

舘くか醸髪
　子　　　男　　　サ　　り

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉



鞘8ご’う⑥

⑰農業×夢＝認定農業者

関野安弘さん
　（福引）

○
現
況
と

　
今
援
の
経
営

現
在
は
繁
殖
雌
牛
の

飼
育
に
よ
る
仔
牛
生
産
と
水
稲
の
複

合
経
営
を
妻
と
2
人
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
就
農
当
時
は
6
頭
の
母
牛

と
椎
茸
経
営
で
主
に
椎
茸
に
力
を
入

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
方
向
転

換
し
て
和
牛
飼
育
に
力
を
入
れ
始

め
、
昭
和
4
1
～
4
2
年
と
昭
和
6
2
年
に

畜
舎
を
新
（
増
）
設
し
、
現
在
で
は
2
3

頭
に
ま
で
母
牛
を
多
頭
化
し
、
年
間

20

ｪ
程
度
の
仔
牛
を
出
荷
し
て
い
ま

す
。
技
術
面
に
つ
い
て
は
、
多
頭
に

な
っ
て
も
牛
の
観
察
を
怠
り
な
く
や

る
こ
と
で
高
品
質
の
仔
牛
生
産
に
努

め
て
い
ま
す
。
牛
に
対
し
て
愛
情
を

注
げ
ば
、
そ
れ
な
り
の
成
果
が
返
っ

て
く
る
の
で
、
と
て
も
や
り
甲
斐
の

あ
る
仕
事
で
あ
る
と
同
時
に
経
営
に

つ
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
や
っ
て
い

け
る
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
最
近
息
子
が

和
牛
飼
育
を
手
伝
い
始
め
ま
し
た
の

で
、
こ
の
ま
ま
後
継
者
と
し
て
や
っ

て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
し
、
後
継

者
と
し
て
自
分
が
育
成
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
1
人
の
農
業
経
営
者

と
し
て
皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
り
、
ま

た
ゆ
と
り
あ
る
経
営
を
目
指
し
て
取

組
み
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
；
戸

　
牛
飼
い
を
1
9
才
よ
り
始
め
、
4
2
年

間
の
ベ
テ
ラ
ン
で
牛
飼
技
術
は
今
は

誰
に
も
負
け
な
い
と
、
そ
の
顔
に
は

名
人
技
と
も
言
え
る
自
信
を
伺
う
こ

と
が
で
き
る
関
野
安
弘
さ
ん
。
現
在

23

ｪ
の
繁
殖
牛
を
奥
さ
ん
と
2
人
で

飼
育
し
、
年
間
に
仔
牛
を
2
0
頭
以
上

セ
リ
市
に
出
荷
し
「
1
頭
の
繁
殖
牛

で
1
年
に
2
頭
生
産
さ
せ
る
こ
と
も

あ
る
」
と
い
と
も
簡
単
に
笑
顔
で
話

さ
れ
る
言
葉
の
裏
に
は
高
い
技
術
を

伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
安
弘
さ
ん
は
、
昭
和
4
8
～
5
0

年
頃
椎
茸
生
産
に
も
取
り
組
み
、
そ

の
最
盛
時
に
は
農
林
水
産
大
臣
賞
を

始
め
、
他
に
も
賞
を
受
賞
す
る
な
ど

椎
茸
生
産
で
も
高
い
技
術
を
持
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
「
ナ
バ
一
箱
で
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

一
頭
」
を
買
う
こ
と
が
出
来
、
そ
の
頃

が
農
業
を
や
っ
て
最
高
に
良
か
っ
た
　
◇

と
話
し
て
く
れ
た
。
牛
飼
い
は
一
頭
　
φ

一
頭
の
牛
の
顔
や
性
格
を
知
り
、
ま

た
、
牛
に
も
自
分
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
牛
飼
い
の
仕
事
で
あ
り
良
い
　
ψ

牛
を
作
る
秘
訣
で
も
あ
る
と
、
牛
の
　
，

気
持
ち
を
知
り
つ
く
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

仔
牛
を
セ
リ
市
に
送
り
出
す
時
は
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
に
な
つ
い
て
い
る
仔
牛
は
別
れ
に

涙
が
出
る
程
可
愛
い
い
と
の
こ
と
。

　
安
弘
さ
ん
の
夢
は
、
後
継
者
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

る
敏
郎
さ
ん
が
、
最
近
牛
飼
い
を
手

伝
い
始
め
た
の
で
、
親
子
三
人
で
誰

に
も
負
け
な
い
牛
飼
い
の
技
術
を
子

供
に
託
し
な
が
ら
、
楽
し
く
や
る
こ

と
だ
と
話
さ
れ
た
。
牛
は
飼
育
者
の

優
し
い
心
を
知
り
、
飼
育
者
は
牛
の

性
格
を
知
り
、
人
と
牛
と
が
一
体
と

な
っ
た
時
が
最
高
の
牛
飼
い
が
出
来

る
と
信
じ
ま
す
。
関
野
家
に
は
そ
の

心
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン

タ
ー
・
黒
木
史
郎
氏
再
任

　
平
成
1
1
年
3
月
3
1
日
を
も
っ
て
任

期
が
終
了
し
ま
し
た
が
、
平
成
1
1
年

度
も
引
き
続
き
当
セ
ン
タ
ー
の
専
任

職
員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
と
も
認
定
農
業
者
の
方
々
と
共

に
頑
張
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ一，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψρφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ，σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oゆ9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψφψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　“一，　　　　　　　　　　　　　　　　　一99　　　　　　　　　　　　　　　　0一φ　　　　　　　　　　　　　　　9φ9　　　　　　　　　　　　　　一φψ　　　　　　　　　　　　　■，ρ　　　　　　　　　　　　ψψ　　　　　　　　　　　一ψ，　　　　　　　　　9ψ●　　　　　　　　ゆσφ　　　　　　　ψφ，　　　　　　9ψ，　　　　　ρψψ　　　　φ9，　　　・9ψ　　ψφ　，一一一〇

畜
産
だ
よ
り

　
3
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

の
出
荷
分
の
結
果
、
及
び
最
高
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
セ
リ
市
（
3
月
期
）
5
4
頭

　
雌
平
均
　
3
7
6
、
4
9
5
円

　
去
勢
平
均
　
　
4
4
5
、
0
0
0
円

　
合
計
平
均
　
　
4
0
4
、
7
0
2
円

最
高
額
［
雌
の
部
］

　
羽
坂
福
永
マ
ス
ミ
か
つ

ふ
く
4
号

　
血
統
　
安
平
・
糸
晴
・
菊
福

　
蹴
日
令
躍
㎏
7
9
2
、
7
5
0
円

　
　
［
去
勢
の
部
］

　
仲
深
三
浦
等
真
調
号

　
血
統
　
福
桜
・
安
平
・
糸
間

謝
日
令
鵬
㎏
5
5
8
、
6
0
0
円

児
湯
郡
セ
リ
市
（
3
月
期
）
2
1
頭

　
雌
平
均
　
4
3
1
、
8
6
5
円

　
去
勢
平
均
　
　
4
5
7
、
4
8
5
円

　
合
計
平
均
　
　
4
4
4
、
6
7
5
円

最
高
額
　
［
雌
の
部
］

　
寺
迫
海
野
直
ま
つ
み
8
号

　
血
統
　
糸
秀
・
隆
美
・
秀
安

錨
日
令
別
㎏
6
3
2
、
1
0
0
円

　
［
去
勢
の
部
］

　
庭
田
　
黒
木
国
寛
　
久
美
男
号

　
血
統
　
上
福
・
糸
秀
・
隆
美

粥
日
令
閨
㎏

　
　
　
　
　
　
5
1
8
、
7
0
0
円

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈織務課情報係⑳2111㈹まで〉

〆

　　　　　　　　り

⑦耀》如鵬まちのアルバム㈱吻
7；＿地域振興券交欄　一

　地域振興券の交付が町内の先頭を切ってやすらぎ館
で始まりました。

　交付初日のこの日、会場となったやすらぎ館には交
付開始予定時刻前から町民が訪れて交付を待っていま
したが、定刻になると町職員の指示に従い、特に混雑
する様子もなく地域振興券の交付を受けていました。

　この日の地域振興券の交付は15歳以下の児童が対象

ということもあり、代理で受け取りに来られた方々ば
かりで、使い途についてたずねたところ、学用品や日
用品にといった意見が数多く聞かれました。

｝

雛繍　　・．

．ρ鷲

ご

卿

脚

野羨
嫉博 @　，メ

嚢

　　　が

緊襲

蓼

＼

…轍　　　　　　　　　　　縣騨一聯㎝巌・囎”1・齢1閥1・欄●膠lIIl・騨・．開開，・㎜r随ll・榊謝・ooo騨・鱒。脚・oo開。，001・1剛圏

東九州自動車道建設予定地で杭打式
　　3月25日休）

　日向市平岩の東九州自動車道建設予定地で建設工事

着工を記念して杭打式が行われました。

　杭打式は日本道路公団の主催により国県・東郷町・

日向市のそれぞれの関係者及び各関係機関など約180

名が参加して行われました。

　式では松形知事があいさつをした後、杭打式が行わ

れ、本町からは小林理教町長・甲斐善重郎議員・植野

守県議の3人が力強く杭打ちを行いました。

…劇㎝鱒…縣い轍　　
℃

～

／
へ7ピ
／

　
　
　
　
セ

鋼
や

猶
■
園

｝圃
■
■
潔

櫨
　
〆
　
Z

閥朋隅．．開”●●

……欄髄

瀞榊
噌欄轍

…
轍榊…　備脚騨

z

，
二
、

　西南戦争から太平洋戦争までの戦没者418柱の冥福を

祈るため、社会福祉協議会主催による戦没者追悼式が開

催されました。

　忠魂碑のある鶴野内成願寺には、遺族や関係者など約

220名が参列し、遺族協助会会長による追悼の言葉や代

表者による献花などが終始厳かな雰囲気の中で行われて

いました。

欄■一■齢鞭“撒

　　　東郷町役場寺迫連絡所を開設

画　東郷町役場寺迫連絡所の開所式が日向農業協同組合寺
迫支所内で行われました。

　開所式ではまず、小林理教町長と植野誠寺迫区長のテープ

カットが行われた後、早速、申請をされた町民の方へ証明書が

発行されました。

　影響連絡所の開所日は毎週火曜日（開所の日が休日の場

合は翌日とし、当該日が休日の場合はその翌日となります）で、

開所時間は午前9時から正午までとなっています。

螺繋灘驚雌棚鋼

　
”鱒■剛襯鵬輔●膨鱒トー鱒■9・●躁・欄”噌■静

戦没者追悼式

墜
備

4月3日（土）

轍

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　　　　輔8ご’り⑧

駐
在
所
だ
よ
り

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

☆
今
年
も
、
全
国
一
斉
に
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
例
年
4
月
初
旬
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
統
一
地

方
選
挙
な
ど
諸
般
の
事
情
に
よ
り
ー
ヶ

月
遅
れ
て
平
成
H
年
5
月
1
1
日
（
火
）

か
ら
5
月
2
0
日
（
木
）
ま
で
の
1
0
日
間
実

施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点
は

◎
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
促
進

◎
自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
今
年
も
宮
崎
県
内
に
お
い
て
は
、
す

で
に
3
0
名
（
4
月
1
0
日
現
在
）
の
方
が
交

通
事
故
に
よ
り
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
4
月
に
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
て
小
学
校
に
入
学
し
た
新
1
年

生
、
そ
し
て
幼
稚
園
や
保
育
所
に
新
し

く
入
園
し
た
こ
ど
も
達
も
毎
日
元
気
に

通
学
、
通
園
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
一
人

ひ
と
り
が
安
全
運
動
に
徹
す
る
と
と
も

に
、
交
通
事
故
防
止
運
動
に
積
極
的
に

参
加
し
、
「
子
供
や
高
齢
者
」
を
交
通
事

故
か
ら
守
り
、
お
互
い
に
悲
惨
な
交
通

事
故
の
被
害
者
、
加
害
者
に
な
ら
な
い

よ
う
に
充
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

☆
交
通
安
全
運
動
期
間
中
は
、
交
通
事

故
防
止
の
た
め
交
通
取
締
り
も
特
に
厳

し
く
な
り
ま
す
の
で
町
民
の
中
か
ら
交

通
違
反
者
が
出
な
い
よ
う
に
交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
交
通
安
全
を
お
願
い
し
ま

す
。悪

質
商
法
等
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
消
費
者
の
平
穏
な
生
活
を
侵
害
す

る
悪
質
商
法
事
犯
等
は
、
依
然
と
し
て

後
を
絶
た
ず
、
ま
す
ま
す
悪
質
、
巧
妙

化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
悪
質
商
法
事
犯
の
中
で
も

◎
代
金
引
換
郵
便
を
悪
用
し
た
送
り

付
け
商
法
事
犯

◎
各
種
名
目
の
預
り
金
・
詐
欺
事
犯

◎
債
務
の
返
済
に
窮
す
多
重
債
務
者

等
の
弱
み
に
つ
け
込
ん
で
敢
行
さ
れ
る

「
紹
介
屋
」
等
の
金
融
・
詐
欺
事
犯

◎
人
間
の
健
康
願
望
に
つ
け
込
ん
だ
偽

薬
販
売
等
の
保
健
衛
生
事
犯

◎
ブ
ラ
ン
ド
ブ
ー
ム
を
背
景
と
し
た
組

織
的
な
偽
ブ
ラ
ン
ド
商
品
事
犯

◎
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

悪
用
し
た
各
種
の
悪
質
商
法
事
犯

な
ど
が
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
消
費
を

め
ぐ
る
環
境
は
悪
化
の
度
を
強
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
悪
質
商
法
等
に
よ
る
被

害
は
、
消
費
者
の
自
衛
意
識
を
高
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
防
止
で
き
る
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
悪
質
セ
ー
ル
ス
マ
ン
撃
退
十
ヶ
条

を
紹
介
し
ま
す
。
，

国
国
の
用
？
し
っ
か
り
聞
こ
う
　
身
分

　
と
用
件

□
お
か
し
い
と
　
思
っ
た
と
き
は

　
ド
ア
閉
め
て

□
も
う
か
り
ま
す
　
そ
ん
な
言
葉
に

　
ご
用
心

□
あ
や
し
い
そ
　
人
の
フ
ト
コ
ロ
聞
く

業
者

□
勇
気
だ
し
　
は
っ
き
り
言
お
う
　
い

　
り
ま
せ
ん

□
し
つ
こ
い
な
　
そ
ん
な
相
手
は
　
m
番

組
迷
っ
た
ら
　
一
人
で
悩
ま
ず
　
ま
ず
相
談

ロ
サ
イ
ン
し
て
　
あ
と
で
し
ま
っ
た

も
う
遅
い

□
契
約
は
　
し
て
も
お
金
は
　
後
払
い

□
あ
な
た
で
す
！
自
分
の
財
産
守
る
の
は

警
察
官
A
募
集
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
、
警
察
官
（
A
）
採
用
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◎
受
験
願
書
受
付
期
間

　
平
成
1
1
年
5
月
1
0
日
㈲
か
ら

　
平
成
1
1
年
5
月
3
1
日
㈲
ま
で
の
間

◎
受
験
資
格

　
昭
和
4
5
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
3

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

で
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
短
大
を
除
く
）
の
卒
業
（
見
込
）
者

◎
第
1
次
試
験
日
及
び
受
験
地

　
平
成
1
1
年
7
月
1
1
日
（
日
曜
日
）
に

宮
崎
市
内
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

◎
第
1
次
試
験
科
目

　
教
養
試
験
、
論
文
試
験
、
身
体
検

査
・
体
力
検
査

　
（
第
二
次
試
験
に
お
い
て
は
、
人
物
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
）

※
こ
の
試
験
で
は
、
宮
崎
県
警
察
の
ほ

か
、
警
視
庁
・
埼
玉
県
・
神
奈
川
県
・

滋
賀
県
・
大
阪
府
の
各
都
道
府
県
警
察

を
受
験
で
き
ま
す
。

（
受
験
願
書
の
交
付
は
五
月
六
日
か

ら
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
に
お
い
て

行
っ
て
い
ま
す
。
）

往
罠
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
．

町
指
定
の
ゴ
ミ
袋
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
1
1
年
5
月
か
ら
ゴ
ミ
袋
が
一

新
さ
れ
、
従
来
の
も
の
よ
り
容
量
が

大
き
く
、
扱
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

燃
え
る
ゴ
ミ
用
・
1
墨
袋

燃
え
な
い
ゴ
ミ
用
－
赤
袋

価
格
（
収
集
手
数
料
）
は
、
現
行
通
り

1
枚
7
5
円
で
す
。

　
ま
た
、
ゴ
ミ
袋
が
変
わ
る
と
同
時

に
違
反
ゴ
ミ
の
防
止
策
と
し
て
、
指

定
手
袋
や
分
別
さ
れ
て
な
い
袋
、
指

定
場
所
以
外
に
出
し
て
い
る
袋
に

は
、
違
反
ゴ
ミ
摘
発
シ
ー
ル
が
貼
ら

れ
回
収
し
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
既
に
購
入
し
て
あ
る
従
来

の
ゴ
ミ
袋
は
5
月
以
降
も
使
用
で
き

ま
す
。

羽
坂
不
燃
物
処
理
場
の
ゴ
ミ
分
別

徹
底
に
つ
い
て

　
現
在
、
羽
坂
不
燃
物
処
理
場
で
は

地
下
水
汚
染
防
止
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

発
生
抑
制
対
策
の
一
貫
と
し
て
不
燃

物
を
分
別
し
て
収
集
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度
か

ら
、
よ
り
一
層
の
分
別
徹
底
を
目
的

と
し
て
指
導
員
を
配
置
し
ま
す
。
指

導
員
の
指
示
に
従
っ
て
不
燃
物
を
出

す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
以
前
お
配
り
し
た
羽

坂
不
燃
物
ゴ
ミ
分
別
メ
ニ
ュ
ー
表
又

は
、
当
処
理
場
の
案
内
看
板
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
将
来
に
向
け
た
生
活
環
境
を
良
く

す
る
た
め
、
み
ん
な
で
守
る
最
低
限

の
ル
ー
ル
で
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
の
日
程
に
つ
い
て

　
今
年
も
狂
犬
病
予
防
注
射
の
時
期

に
な
り
ま
し
た
。

次
の
日
程
で
巡
回
し
ま
す
の
で
必
ず

受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

5
月
1
7
日
㈲
　
三
歳
　
福
瀬
（
鳥
川
、

広
瀬
、
日
田
尾
、
鵜
戸
木
地
区
）

5
月
1
8
日
㈹
　
福
瀬
（
出
口
、
中
野

原
、
上
村
、
下
村
地
区
）
小
野
田
、
鶴

野
内
、
八
重
原
、
迫
野
内

5
月
2
0
日
㈱
　
羽
坂
、
田
野
、
仲
深

5
月
2
1
日
㈹
　
坪
谷
、
越
表
、
下
渡
川

　
詳
し
い
注
射
場
所
に
つ
い
て
は
、

住
民
課
環
境
水
道
係
又
は
区
長
、
組

合
長
を
通
し
て
連
絡
し
ま
す
の
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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図
書
だ
よ
り

　　　　　　　　⑨鞭どうこ”り

「
ド
キ
ド
キ
＋
ワ
ク
ワ
ク
＋
オ
ヤ
オ

ヤ
＋
フ
ム
フ
ム
…
」
を
標
語
に
5
月

1
日
～
1
4
日
は
『
こ
ど
も
読
書
週
間
』

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
図
書
室
で
本
を
借

り
ま
せ
ん
か
？
文
化
セ
ン
タ
ー
の
図

書
室
に
は
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
向
け

ま
で
、
幅
広
く
図
書
を
置
い
て
い
ま

す
の
で
是
非
お
い
で
下
さ
い
。

　
新
刊
案
内

☆
ア
ニ
メ
む
か
し
む
か
し
絵
本

　
長
い
年
月
語
り
つ
が
れ
て
き
た
昔

話
。
親
か
ら
子
へ
、
い
つ
ま
で
も
伝
え

て
い
き
た
い
民
話
、
1
5
冊
で
す
。

☆
ガ
ー
デ
ン
＆
ガ
ー
デ
ン

　
春
か
ら
初
夏
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆
元
禄
練
乱
（
上
）

　
今
、
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
で
放

映
中
で
す
。
ま
ず
は
、
活
字
で
読
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
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　鮫全国穆蛍府県及び12指定都市

　　　　　農作業受託料金・賃金

町農業委員会では、次のとおり推進します。
　　　　　　　　　　　　　　　　（10a当たり、単価：円）

平成11年度 備　　　　　考

耕　　　　　　起 5，500 トラクターロータリー

荒　　　　　　代 4，500 トラクターロータリー

植　　　　　　代 6，500 トラクターロータリー

田　　　　　　植 6，500 回議、苗運搬は含まない

防除・水田ビーグル 3，000 農薬代は含まない

コ　ンバイ　ン 16，000

水
　
　
稲
　
　
作
　
　
業

刈
取
り

バイ　ンダー 6，500 ひも代は含まない

籾　　運　　搬 3，000

脱穀（ハーベスター袋当り） 450 袋代は含まない

パワーディスク
4，000 但し15～20cm

耕起3連プラウ 6，000 プラウ

水　田　ハ　ロ　一 6，000 ノ、ロー

耕　　　　　　　起 8，000

播　　種：ビーグル 4，000 種子代は含まない
畑
・
転
作
作
業

防　　除：ビーグル 3，000 農薬代は含まない

中耕除草：ビーグル 3，000 機械作業のみ

汎用コンバイン 9，000 大豆・ソバ専用

農機具使用者
10，000

田植作業（男女共） 8，000
一
日
当
た
り
賃
金

一般農作業
男 8，000

女 6，000

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

■立地条件、倒伏などについては、受委託鈍間で協議し、割増

　料金を付加することがあります。

■農業機械銀行を利用すると、町からの補助金が受けられます。

　詳しくは、JA日向東郷支店営農課、美々津支店営農課へお

　問い合わせ下さい。

う
ら
う
ら
と
　
照
れ
る
光
に

　
け
ぶ
り
あ
ひ
て

咲
き
し
つ
も
れ
る
　
山
ざ
く
ら
花

　
現
在
、
東
郷
町
牧
水
公
園
の
高
台

に
あ
る
う
た
の
小
径
に
建
て
ら
れ
て

い
る
牧
水
の
歌
碑
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
歌
も
そ
の
中
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　
牧
水
は
大
正
十
一
年
三
月
か
ら
四

月
に
か
け
て
伊
豆
湯
が
島
温
泉
に
滞

在
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
き
、
付
近

の
山
や
谷
に
多
い
山
桜
の
花
の
盛
り

に
出
会
い
、
山
ざ
く
ら
の
歌
を
二
十

三
首
詠
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
歌
は
、
そ
の
中
の
一
首
で
第

十
四
歌
集
『
山
桜
の
歌
』
に
収
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
牧
水
は
少
年
時
代
か
ら
花
の
中
で

は
特
に
山
桜
が
好
き
で
、
山
ざ
く
ら

の
歌
に
つ
い
て
彼
自
身
「
私
は
山
桜

の
花
を
好
む
。
す
べ
て
の
花
の
う
ち
、

最
も
こ
れ
を
愛
す
る
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
少
年
時
代
に
故

郷
坪
谷
で
眺
め
た
山
桜
の
美
し
さ
が

牧
水
に
生
き
続
け
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
山
桜
を
眺
め
て
い
た
少
年
繁
が

蘇
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
よ

う
に
あ
り
ま
す
。

都
　
甲
　
欣
　
一

　
こ
の
歌
は
、
山
ざ
く
ら
の
歌
二
十

三
首
の
一
つ
で
あ
る
「
う
す
べ
に
に

葉
は
い
ち
は
や
く
萌
え
い
で
て
咲
か

む
と
す
な
り
山
ざ
く
ら
花
」
の
歌
と

共
に
牧
水
後
期
の
代
表
作
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

（
東
郷
町
内
歌
碑
め
ぐ
り
）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　　　ら鞘8こ”り⑩

県
身
体
障
害
者

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▽
日
時
　
5
月
8
、
9
日
置
土
、
日
）

▽
場
所
宮
崎
市

三
世
代
交
流

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
と

　
　
　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
す
る

ン
　　お知らせ
ンフォメーショ

「
第
7
回
三
世
代
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
」
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
子
ど
も
達
と
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
、
そ
し
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
達
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
と
れ

た
ハ
ッ
ラ
ツ
プ
レ
ー
を
皆
さ
ん
で
応

援
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
5
月
1
6
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
8
時
3
0
分
開
会

▽
場
所
　
牧
水
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

宮
崎
県
民
体
育
大
会

　
毎
年
恒
例
の
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
宮
崎
県
民
体
育
大
会
が
次
の
と
お

イ
・
行
わ
れ
・
す
．
本
町
か
・
は
、
東
臼

　
　
　
杵
郡
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
チ
ー
ム
、

　
　
　
選
手
が
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
座
を
目

　
　
　
指
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
　
　
▽
期
日
　
5
月
2
2
～
2
3
日
（
土
、
日
）

　
　
　
▽
場
所
　
延
岡
市
一
個
地
区
周
辺

宮
崎
県
育
英
資
金
奨
学

生
の
募
集

　
宮
崎
県
育
英
資
金
は
、
向
学
心
に

富
み
な
が
ら
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
が
困
難
な
学
生
に
対
し
て
奨
学

金
の
貸
与
を
行
い
、
将
来
有
望
な
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
申
込
資
格
は
本
人
の
生
計
を
主
と

し
て
維
持
す
る
人
が
宮
崎
県
内
に
居

住
し
て
お
り
、
本
人
が
大
学
（
短
期
大

学
）
・
高
等
学
校
ま
た
は
専
門
学
校

に
在
学
し
て
い
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
申
込
の
手
続
き
、
提
出
期
限
等

に
つ
い
て
は
、
各
学
校
の
指
示
に

従
っ
て
下
さ
い
。
な
お
、
各
学
校
か
ら

県
へ
の
提
出
期
限
が
5
月
1
7
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
各
学
校
へ
の

提
出
期
限
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

鯉
の
ぼ
り
は
電
線
に
触
れ
な

い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い

　
お
子
様
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う

鯉
の
ぼ
り
は
、
大
空
に
雄
々
と
泳
が

せ
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
次

の
よ
う
な
こ
と
に
ご
注
意
下
さ
い
。

●
鯉
の
ぼ
り
は
、
，
電
線
か
ら
十
分
に

離
れ
た
と
こ
ろ
に
立
て
て
下
さ
い
。

●
鯉
の
ぼ
り
の
ポ
ー
ル
を
立
て
る

時
、
倒
す
と
き
は
、
電
線
に
触
れ
な
い

よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。

●
万
一
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
か

か
っ
た
場
合
は
、
危
険
で
す
か
ら
自

分
で
取
ら
ず
に
、
九
州
電
力
日
向
営

業
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

県
下
一
斉
無
料
歯
科
検
診
・

相
談
の
お
知
ら
せ

▼
日
時
　
平
成
1
1
年
6
月
4
日
（
金
）

▼
場
所
　
宮
崎
県
下
の
ポ
ス
タ
ー
か

　
　
　
　
会
員
証
を
掲
示
し
て
い
る

　
　
　
　
歯
科
医
院

▼
主
催
　
宮
崎
県
・
宮
崎
県
歯
科
医

　
　
　
　
師
会
・
各
市
郡
歯
科
医
師
会

　
「
歯
の
無
料
検
診
・
相
談
」
の
ポ
ス

タ
ー
か
会
員
証
を
掲
示
し
て
い
る
歯

科
医
院
で
は
6
月
4
日
に
限
り
無
料

で
歯
科
検
診
・
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
受
診
者
に
は
、
健
診
結
果
を
記
載

し
た
「
歯
の
健
康
手
帳
」
と
歯
ブ
ラ
シ

を
お
渡
し
し
ま
す
。

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
5
月
1
8
日
目
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

収
納
代
理

郵
便
官
署
の
指
定

　
4
月
1
日
か
ら
山
陰
郵
便
局
（
坪

谷
・
美
々
津
を
含
む
）
を
町
の
収
納
代

理
郵
便
官
署
に
指
定
を
し
ま
し
た
の

で
税
等
納
付
金
の
口
座
振
替
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
一
期

　
　
　
　
　
　
　
　
箸
葱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
4
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
越
表
の
菊
池
タ
ツ
子
さ
ん
か
ら

（
藤
吉
さ
ん
・
7
7
歳
逝
去
）

◎
羽
坂
の
清
水
龍
太
郎
さ
ん
か
ら

（
高
山
秋
恵
さ
ん
・
8
2
歳
逝
去
）

◎
八
重
原
の
伊
東
一
義
さ
ん
か
ら

（
広
文
さ
ん
・
3
0
歳
逝
去
）

◎
小
野
田
の
谷
川
誠
さ
ん
か
ら

（
彦
六
さ
ん
・
7
8
歳
逝
去
）

◎
羽
坂
の
寺
原
ソ
エ
子
さ
ん
か
ら

（
薫
さ
ん
・
8
7
歳
逝
去
）

◎
小
野
田
の
鈴
木
元
彦
さ
ん
か
ら

（
キ
ク
エ
さ
ん
・
8
5
歳
逝
去
）

◎
仲
深
の
山
本
建
男
さ
ん
か
ら

（
久
男
さ
ん
・
7
9
歳
、
ミ
ョ
カ
さ
ん

75

ﾎ
逝
去
）

◎
小
野
田
の
木
村
映
一
さ
ん
か
ら

（
イ
チ
エ
さ
ん
・
8
9
歳
逝
去
）

一

般
　
寄
　
付

　
鶴
野
内
の
三
浦
年
男
さ
ん
、
小
野

田
の
小
林
五
美
さ
ん
か
ら
快
気
祝
い

と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
（
三
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

小 糸 黒 田 黒
氏

林 平 木 辺 木

竜 有 天 彩

大 希 謙 音 美
名

良 慎 文 好 修
保
護

郎 一 利 文 志
者
名

小
野

福 寺 福 越 住

田 瀬 迫 瀬 表 所

婚
姻
お
幸
せ
に

（ （ （岩谷 西谷 大黒
井口

さ

村口 木木

氏

あ
か

和
お 一 名

ね誉 り仁 美寛

門 小 高 小 寺 寺 住
川 野 岡 野
町 田 町 田 迫 迫 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

木
村
イ
チ
エ

山
本
勇
太
郎

山
本
久
男

矢
野
熊
夫

寺
原
薫

山
本
ミ
ヨ
カ

菊
池
藤
吉

伊
東
広
文

氏
名

89

ﾎ

77

ﾎ

79

ﾎ

72

ﾎ

87

ﾎ

75

ﾎ

77

ﾎ

30

ﾎ
年
齢

小
野
田

小
野
田

仲
深

坪
谷

羽
坂

仲
深

越
表

八
重
原

住
所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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